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地域フィジカルトレーニング研修会 事業報告

２．日時・場所・参加人数、テーマ・トレーニング内容
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シーズン前のconditioningテーマ：

今シーズンでは、全7回にわたって地域フィジカルトレーニング研修会を開催しました。

本研修会の目的は、高いフィジカルが求められる審判員に対して多角的にアプローチ
し、個々のフィジカル向上をサポートしていくことです。各回毎にテーマを定め、
審判員の動きに特化した内容でトレーニングを行いました。
「審判員の研修会」といえば、競技規則を学ぶ座学や試合実践などが重要視されがち
ですが、よりレベルの高い審判員を目指して判定精度を向上させるためには、フィジ
カルトレーニングも大切な要素の1つです。
審判員は通常、トレーニングは各自で行っておりますが、1人で行うトレーニングはモ
チベーションの向上が難しい面もあります。定期的に1級審判員や地域の男女強化指定
審判員、地元の審判員が顔を合わせる事が、モチベーションアップに繋がります。

審判委員会では、2024シーズンもフィジカルトレーニング研修会を定期的に開催し、
審判員のレベルアップをサポートしていきます。

１．担当者コメント



３．参加者コメント

今年より新たなトレーニング内容の取り組みに

も参加する事が出来、シーズン中、定期的に身

体を追い込む事が出来ました。

1人でのトレーニングではなかなか追い込むこと

が出来ないので、このような機会は非常に貴重

であり、ありがたい機会でした。審判技術力向

上に向けて普段のトレーニングにも励みたいと

思います（参加者Ｙ）

私は2回目のトレーニング会から参加させていた

だきました。強化指定審判員になる前は自分で

なんとなく行っていたトレーニングですが、

トレーニング会に参加することで自分の弱点を

見つけることができました。また、仲間と一緒

にトレーニングすることでトレーニングへのモ

チベーション維持にもなりました

（参加者Ｉ）

いつもお世話になっているトレーニング会が4年目も無事終わり、参加できたことが私にとって大変喜

ばしいことでした。1年を通して、試合に順応できるような高いパフォーマンスを維持することは容易

くないと実感してます。個人で頑張ることはもちろんですが、このような会があることで皆と一緒に

トレーニングをして高めていける機会を作ってもらえたことに感謝いたします。

ありがとうございました（参加者Ｉ）

今年から強化指定審判員としてレベルの高い試合や研修、トレーニング会と様々な事を経験させて頂

きました。他の地区の強化指定審判員の皆さんと組ませて頂く事によって色々な事を学ぶ事が出来ま

した。また、トレーニング会では一人では出来ないトレーニングを行う事ができ、非常にありがたい

環境でした。今年度はたくさん良い経験をさせて頂き本当にありがとうございました（参加者Ｍ）



強いフィジカルがよいレフェリングに対するひ

とつの要素であることは疑う余地もなく、

本トレーニング会は常に、我々、強化指定審判

員に求められるフィジカルを再確認させてくれ

ました。そして、時にはライバルであるが、こ

のトレーニング会では審判員と切磋琢磨し、と

もに向上できる環境もあります

（参加者ＭＯ）

審判員は普段個人でトレーニングをすることが

ほとんどの為、審判員が集まってトレーニングを

する機会は非常に貴重で、仲間と共にコミュニ

ケーションを取りながら切磋琢磨することで「自

分の壁を超える」ことができると感じます。チー

ムスポーツであるサッカーの審判員もまた、仲間

とトレーニングすることでさらなる自己成長を遂

げることができると実感致しました（参加者Ｈ）

4シーズンの歴史が重なったトレーニング会に参加して考える事は、『勇猛精進』一人でトレーニング

をするのではなく、同じ志で歩む仲間と共に汗を流して、歯を食いしばりながら、一緒に過ごす機会

（チャンス）は己のステータスアップと心を律する最高の時間となりました。

これもひとえに、担当者のご尽力とパッション（情熱）なしでは語れません。来シーズンもより多く

の仲間と同じ場所で同じ時間を過ごしながら切磋琢磨し、北海道の発展と成長に還元できるように精

進して参ります（参加者SY）

トレーニング会では、器具を使ったアプローチ等様々な種目のトレーニング方法を実践することが出

来ました。毎回知識をアップデートし自らのトレーニングの幅を広げる事が出来ました。

学んだことを最大限活用し、今後に活かしていきたいです（参加者ＴＰ）

今年から初めて参加しました。はじめのうちはついていけるか不安な気持ちがありましたが、トレー

ニング会に参加している皆さんは非常にオープンマインドで、全体としてもアットホームな雰囲気に

包まれており、楽しみながらトレーニングができました（参加者Ｍ）
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